
(57)【要約】

【課題】　手差し作業を必要とすること無く、且つ、シ

ステムに複雑さを付加しない簡単な工程で、多様な形態

に分離用紙が差し挟まれた折り畳み印刷用紙を作成可能

にする。

【解決手段】　印刷システム１は、一枚の用紙に印刷を

施す印刷装置１０と、一枚の用紙を、少なくとも３つの

区分が一列に形成されるように折り畳むと共に、該用紙

の端部側の少なくとも１つの区分を、折り畳まれる他の

区分の間に折り込む、折り畳み装置１２と、少なくとも

１つの折り込まれた区分とこれに連続する区分との間に

形成された山折り部を断裁する断裁装置１４と、を備え

る。折り畳み装置では、山折り部が、折り込まれた区分

上に折り重ねられる他の区分の領域から突出するように

各区分の寸法が定められる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 で あ っ て 、
　 一 枚 の シ ー ト を 、 少 な く と も ３ つ の 区 分 が 形 成 さ れ る よ う に 折 り 畳 む と 共 に 、 該 シ ー ト
の 端 部 側 の 少 な く と も １ つ の 区 分 を 、 折 り 畳 ま れ る 他 の 区 分 の 間 に 折 り 込 む 、 折 り 畳 み 工
程 と 、
　 少 な く と も １ つ の 折 り 込 ま れ た 区 分 と こ れ に 連 続 す る 区 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 山 折 り 部
を 断 裁 す る 、 断 裁 工 程 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 折 り 畳 み 工 程 に お い て 、 前 記 山 折 り 部 が 、 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 上 に 折 り 重 ね ら れ
る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
、 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 断 裁 工 程 で は 、 前 記 シ ー ト が 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 、 突 出 し た 前 記 山 折 り 部 が 断 裁 さ
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 断 裁 工 程 で は 、 前 記 山 折 り 部 は 、 前 記 他 の 区 分 の 領 域 よ り も 突 出 し た 部 分 が 残 る よ
う に 断 裁 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 断 裁 工 程 で は 、 前 記 山 折 り 部 は 、 前 記 他 の 区 分 の 領 域 よ り も 突 出 し た 部 分 が 実 質 的
に 残 ら な い よ う に 断 裁 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 断 裁 工 程 で は 、 前 記 折 り 畳 み 工 程 に よ り 折 り 畳 ま れ た 複 数 の シ ー ト が 積 み 上 げ ら れ
、 積 み 上 げ ら れ た 該 複 数 の シ ー ト が 一 度 に 断 裁 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 は 、 前 記 シ ー ト の 一 方 の 最 端 部 側 に あ る １ つ の 区 分 で あ る 、 請 求
項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 に 連 続 し て 前 記 山 折 り 部 を 形 成 す る 区 分 が 、 前 記 断 裁 工 程 の 後 に
折 り 畳 み シ ー ト の 一 方 の 側 の 最 表 面 領 域 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 折 り 畳 み 工 程 で は 、 前 記 山 折 り 部 が 、 複 数 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 折 り 畳 み 工 程 で は 、 前 記 シ ー ト の 両 端 部 か ら ２ つ 以 上 の 区 分 が 各 々 折 り 込 ま れ 、 該
両 端 部 に お い て 少 な く と も １ つ の 前 記 山 折 り 部 が 各 々 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 折 り
畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 折 り 畳 み 工 程 で は 少 な く と も ４ つ の 区 分 が 形 成 さ れ 、 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 は 、 前
記 シ ー ト の 少 な く と も 一 方 の 端 部 側 か ら 連 続 す る 複 数 の 区 分 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 折 り 畳 み 工 程 で は 少 な く と も ４ つ の 区 分 が 形 成 さ れ 、 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 は 、 前
記 シ ー ト の 少 な く と も 一 方 の 端 部 側 か ら 連 続 す る 複 数 の 区 分 で あ り 、
　 前 記 折 り 込 ま れ た 複 数 の 区 分 は 、 前 記 折 り 畳 み 工 程 に お い て 、 シ ー ト の 最 端 部 に あ る 区
分 か ら 順 次 内 側 に 折 り 曲 げ て 巻 き 折 り し た も の で あ り 、
　 前 記 断 裁 工 程 で は 、 折 り 込 ま れ る 各 区 分 が 内 側 に 折 り 曲 げ ら れ る 毎 に 、 該 区 分 の 山 折 り
部 が 順 次 断 裁 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-297219 A 2005.10.27



【 請 求 項 １ ２ 】
　 最 後 に 折 り 曲 げ ら れ た 区 分 の 山 折 り 部 が 、 該 区 分 上 に 折 り 重 ね ら れ る 他 の 区 分 の 領 域 か
ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ 、
　 前 記 断 裁 工 程 の 最 後 の 断 裁 で は 、 前 記 シ ー ト が 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 、 突 出 し た 前 記 山 折
り 部 が 断 裁 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 シ ー ト は 、 印 刷 が 施 さ れ た 用 紙 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 印 刷 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 一 枚 の 用 紙 に 印 刷 を 施 す 印 刷 手 段 と 、
　 前 記 一 枚 の 用 紙 を 、 少 な く と も ３ つ の 区 分 が 形 成 さ れ る よ う に 折 り 畳 む と 共 に 、 該 用 紙
の 端 部 側 の 少 な く と も １ つ の 区 分 を 、 折 り 畳 ま れ る 他 の 区 分 の 間 に 折 り 込 む 、 折 り 畳 み 手
段 と 、
　 少 な く と も １ つ の 折 り 込 ま れ た 区 分 と こ れ に 連 続 す る 区 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 山 折 り 部
を 断 裁 す る 断 裁 手 段 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 に お い て 、 前 記 山 折 り 部 が 、 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 上 に 折 り 重 ね ら れ
る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
、 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 断 裁 手 段 は 、 前 記 用 紙 が 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 、 前 記 山 折 り 部 の 突 出 し た 部 分 を 断 裁
す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 断 裁 手 段 は 、 前 記 他 の 区 分 の 領 域 よ り も 突 出 し た 部 分 が 残 る よ う に 前 記 山 折 り 部 を
断 裁 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 他 の 区 分 の 領 域 よ り も 突 出 し た 残 り の 部 分 に 、 情 報 が 印 刷 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ６
に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 断 裁 手 段 は 、 前 記 折 り 畳 み 手 段 に よ り 折 り 畳 ま れ た 複 数 の 用 紙 を 積 み 上 げ 、 積 み 上
げ た 該 複 数 の 用 紙 を 一 度 に 断 裁 す る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 印 刷 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 は 、 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 と し て 、 前 記 用 紙 の 一 方 の 最 端 部 側 に あ る
１ つ の 区 分 を 内 側 に 折 り 曲 げ る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 印 刷 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 に 連 続 し て 前 記 山 折 り 部 を 形 成 す る 区 分 が 、 前 記 断 裁 工 程 の 後 に
折 り 畳 み シ ー ト の 一 方 の 側 の 最 表 面 領 域 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ９ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 は 、 前 記 山 折 り 部 を 複 数 形 成 す る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ８ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 は 、 前 記 シ ー ト の 両 端 部 か ら ２ つ 以 上 の 区 分 を 各 々 折 り 込 み 、 該 両 端
部 に お い て 少 な く と も １ つ の 前 記 山 折 り 部 を 各 々 形 成 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 印 刷 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 は 、 前 記 用 紙 を 少 な く と も ４ つ の 区 分 に 折 り 畳 む と 共 に 、 前 記 折 り 込
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ま れ た 区 分 と し て 、 前 記 用 紙 の 少 な く と も 一 方 の 端 部 側 か ら 連 続 す る 複 数 の 区 分 を 内 側 に
折 り 畳 む 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 は 、 前 記 用 紙 を 少 な く と も ４ つ の 区 分 に 折 り 畳 む と 共 に 、 前 記 折 り 込
ま れ た 区 分 と し て 、 前 記 用 紙 の 少 な く と も 一 方 の 端 部 側 か ら 連 続 す る 複 数 の 区 分 を 内 側 に
折 り 畳 む と き 、 該 用 紙 の 最 端 部 に あ る 区 分 か ら 順 次 内 側 に 折 り 曲 げ て 巻 き 折 り し 、
　 前 記 断 裁 手 段 は 、 折 り 込 ま れ る 各 区 分 が 内 側 に 折 り 曲 げ ら れ る 毎 に 、 該 区 分 の 山 折 り 部
を 順 次 断 裁 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 折 り 畳 み 手 段 は 、 最 後 に 折 り 曲 げ ら れ た 区 分 の 山 折 り 部 が 該 区 分 上 に 折 り 重 ね ら れ
る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 前 記 用 紙 を 折 り 畳 み 、
　 前 記 断 裁 手 段 は 、 前 記 用 紙 が 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 、 前 記 山 折 り 部 の 突 出 し た 部 分 を 断 裁
す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 印 刷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 で あ っ て 、
　 一 枚 の シ ー ト を 、 少 な く と も ３ つ の 区 分 が 形 成 さ れ る よ う に 折 り 畳 む と 共 に 、 該 シ ー ト
の 端 部 側 の 少 な く と も １ つ の 区 分 を 、 折 り 畳 ま れ る 他 の 区 分 の 間 に 折 り 込 む 、 折 り 畳 み 工
程 と 、
　 少 な く と も １ つ の 折 り 込 ま れ た 区 分 と こ れ に 連 続 す る 区 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 山 折 り 部
を 後 工 程 で 断 裁 可 能 に 処 理 す る 、 断 裁 可 能 工 程 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 折 り 畳 み 工 程 に お い て 、 前 記 山 折 り 部 が 、 前 記 折 り 込 ま れ た 区 分 上 に 折 り 重 ね ら れ
る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
、 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 分 離 シ ー ト が 差 し 挟 ま れ た 、 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 、 並 び に 、 分 離 し た
用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 保 険 パ ン フ レ ッ ト 等 の 折 り 畳 み 印 刷 用 紙 を 作 成 す る た め の 印 刷 シ ス テ
ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 別 紙 の 印 刷 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 保 険 パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る た め に は 、 例 え ば 、
図 １ ０ に 示 さ れ た 方 法 が 採 用 さ れ て い た 。
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 印 刷 工 程 （ i） で 、 最 初 に 、 折 り 畳 み 前 の １ 枚 の 用 紙 ａ 、 及 び 、
別 紙 ｂ を 夫 々 別 々 に 印 刷 す る 。 或 い は 、 予 め １ 枚 の 用 紙 に 印 刷 し た も の を 、 用 紙 ａ 及 び 別
紙 ｂ に 切 り 離 す よ う に 断 裁 す る 。 次 に 、 折 り 畳 み 工 程 （ ii） で 、 折 り 機 等 を 用 い て 、 用 紙
ａ を 例 え ば 三 つ 折 り に 折 り 畳 む 。 三 つ 折 り さ れ た 用 紙 ａ は 、 ほ ぼ 同 サ イ ズ （ 例 え ば Ａ ４ サ
イ ズ ） の ３ 区 分 か ら な り 、 各 区 分 が 表 面 及 び 中 面 を 有 す る 。 こ の 折 り 畳 み 工 程 で は 、 例 え
ば 、 用 紙 ａ の 一 方 の 端 部 側 に あ る 区 分 が 、 他 方 の 端 部 に あ る 区 分 と 中 央 の 区 分 と の 間 に 挟
ま れ る よ う に 内 側 に 折 り 曲 げ ら れ る 。 最 後 に 、 手 差 し 工 程 （ iii） で は 、 三 つ 折 り さ れ た
用 紙 ａ に 別 紙 ｂ を 手 差 し で 差 し 挟 む 。 こ の よ う に し て 保 険 パ ン フ レ ッ ト ｃ が 完 成 さ れ る 。
こ の パ ン フ レ ッ ト を 広 げ る と 、 用 紙 ａ の ３ つ の 区 分 の 中 面 及 び 表 面 に 夫 々 印 刷 さ れ た 情 報
及 び 分 離 用 紙 ｂ の 中 面 及 び 表 面 に 印 刷 さ れ た 情 報 を 参 照 す る こ と が で き る 。 用 紙 ａ に は 、
例 え ば 保 険 内 容 に つ い て の 一 般 的 な 説 明 を 印 刷 し 、 別 紙 ｂ に は 、 比 較 的 個 別 的 な 情 報 や タ
イ ム リ ー な 情 報 を 印 刷 す る こ と に よ り 、 顧 客 や 状 況 等 に 応 じ て き め 細 か く 情 報 を 提 供 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 保 険 パ ン フ レ ッ ト の 場 合 に は 、 別 紙 を 手 で 差 し 挟 む こ と が 一 般 的 に 行 わ れ て
い る が 、 こ の 手 差 し 作 業 に は 、 コ ス ト 及 び 納 期 が か か る と い う デ メ リ ッ ト が あ る 。
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　 別 紙 を 機 械 で 自 動 的 に 差 し 挟 む た め の 方 法 及 び 装 置 が 、 例 え ば 以 下 の 特 許 文 献 １ に 開 示
さ れ て い る 。 同 文 献 に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 新 聞 の 折 紙 に 広 告 束 を 丁 合 す る た め の 装 置 に 関
す る も の で あ り 、 該 装 置 は 、 そ の 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 新 聞 の 折 紙 １ を 垂 直 状 態 に 維 持
し て 、 垂 直 折 紙 ２ を 形 成 す る た め の 拡 開 準 備 装 置 Ａ と 、 こ の 装 置 か ら 移 送 さ れ る 垂 直 折 紙
を 吸 着 ド ラ ム 等 の 拡 開 手 段 を 介 し て 拡 開 さ せ 、 こ の 拡 開 部 に 広 告 束 Ｐ を 投 入 し て 、 丁 合 折
紙 ３ を 形 成 す る た め の 広 告 丁 合 装 置 Ｂ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 丁 合 装 置 を 応 用 す れ ば 保
険 パ ン フ レ ッ ト に 別 紙 を 差 し 挟 む こ と も 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 機 械 を 用 い て 手 差 し を 自 動 化 す る 場 合 、 印 刷 シ ス テ ム に 新 た な 装 置 を 組 み 込 む
必 要 が あ り 、 シ ス テ ム 制 御 の 複 雑 化 及 び コ ス ト 増 加 を 招 来 す る お そ れ が あ る 。
　 こ れ に 対 し て 、 図 ９ に 示 す 技 術 で は 、 手 差 し 用 の 装 置 を 別 途 用 い る こ と な く 、 且 つ 、 手
差 し 作 業 を 要 す る こ と 無 し に 、 例 え ば Ａ ４ サ イ ズ の ２ つ 折 り 用 紙 に 、 同 サ イ ズ の 分 離 用 紙
が ２ 枚 差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る こ と が で き る 。 同 技 術 に よ れ ば 、 先 ず 、 略 Ａ
４ サ イ ズ が 横 幅 方 向 に ４ 枚 連 続 的 に 並 ん だ サ イ ズ の 一 枚 の 用 紙 が 折 り 畳 み 前 に 選 択 さ れ る
（ 工 程 （ i） ） 。 ４ つ の 区 分 Ｓ － １ 、 Ｓ － ２ 、 Ｓ － ３ 及 び Ｓ － ４ は 、 全 て 略 同 一 サ イ ズ と
さ れ 、 各 区 分 の 横 幅 は 、 作 成 完 了 後 の パ ン フ レ ッ ト の １ 頁 分 の 横 幅 よ り も 、 幅 ｄ だ け 大 き
く な る よ う に 定 め ら れ る 。 図 ９ に お い て 、 点 線 に よ り 囲 ま れ た 、 折 り 線 Ｏ － １ 及 び Ｏ － ３
を 中 心 と し た 幅 ２ ｄ の 領 域 が 断 裁 予 定 領 域 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な 用 紙 １ ６ に 対 し 、 第 １ 回 折 り 畳 み 工 程 （ ii） に お い て 、 先 ず 、 区 分 Ｓ － １
及 び Ｓ － ４ を 、 夫 々 折 り 線 Ｏ － １ 及 び Ｏ － ３ を 中 心 と し て 、 内 側 に 折 り 曲 げ 、 区 分 Ｓ － １
及 び Ｓ － ２ の 中 面 同 士 、 並 び に 、 区 分 Ｓ － ３ 及 び Ｓ － ４ の 中 面 同 士 を 夫 々 対 面 接 触 し た 状
態 に す る 。 こ の 折 り 曲 げ に よ り 、 区 分 Ｓ － １ 及 び Ｓ － ２ の 間 に は 、 山 折 り 部 ５ ０ が 形 成 さ
れ 、 区 分 Ｓ － ４ 及 び Ｓ － ３ の 間 に は 、 山 折 り 部 ５ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 第 ２ 回 目 の 折 り 畳 み 工 程 （ iii） に お い て 、 折 り 線 Ｏ － ２ を 中 心 と し て 、 区 分 Ｓ
－ １ の 表 面 と 区 分 Ｓ － ４ の 表 面 と が 対 面 接 触 す る よ う に 折 り 畳 む 。 区 分 が 全 て 略 同 一 サ イ
ズ の た め 、 山 折 り 部 ５ ０ 及 び ５ ２ 、 か く し て 点 線 に よ り 囲 ま れ た 断 裁 予 定 領 域 が 整 列 す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 断 裁 工 程 （ iv） に お い て 、 山 折 り 部 ５ ０ 及 び ５ ２ を 断 裁 線 ５ ４ に 沿 っ て 断 裁 し 、
山 折 り 部 ５ ０ 、 ５ ２ の 頂 部 を 形 成 し て い た ２ つ の 断 裁 予 定 領 域 か ら な る 部 分 ５ ６ を 一 緒 に
切 り 離 す 。 か く し て 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ が 作 成 完 了 と な る 。 作 成 し た 保 険 パ ン フ レ ッ ト
２ ５ を 受 け 取 っ た ユ ー ザ 等 が こ れ を 展 開 す る と （ 工 程 ｖ ） 、 Ａ ４ ２ つ 折 り 部 ５ ８ と 、 こ れ
か ら 切 り 離 さ れ た ２ 枚 の 分 離 用 紙 ６ ０ 及 び ６ ２ と 、 を 参 照 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 図 ９ に 示 す 技 術 で は 、 一 度 の 裁 断 で 、 ２ 枚 の 分 離 用 紙 が 形 成 さ れ て し ま い 、 多
様 な 形 態 の パ ン フ レ ッ ト の 作 成 に 柔 軟 に 応 用 す る こ と が 困 難 で あ る 、 と い っ た 問 題 が あ る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ６ ４ ８ ２ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 手 差 し 作 業 を 必 要 と す る こ と 無 く 、 且 つ 、
シ ス テ ム に 複 雑 さ を 付 加 し な い 簡 単 な 工 程 で 、 多 様 な 形 態 で 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 折 り
畳 み 印 刷 用 紙 を 作 成 す る こ と を 可 能 と す る 、 印 刷 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 折 り 畳 み 印 刷 用 紙 の 作 成 に そ の 用 途 を 限 定 せ ず 、 広 く 一 般 に 、 分 離 シ
ー ト が 差 し 挟 ま れ た 状 態 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 に お い て も 、 手 差 し 作 業 及 び 複 雑 な
工 程 を 排 除 し つ つ 、 多 様 な 形 態 の 折 り 畳 み シ ー ト を 作 成 可 能 と す る こ と を 別 の 目 的 と す る
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。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 折 り 畳 み シ ー ト の 作 成 方 法 は 、 一 枚 の シ ー ト を 、 少
な く と も ３ つ の 区 分 が 形 成 さ れ る よ う に 折 り 畳 む と 共 に 、 該 シ ー ト の 端 部 側 の 少 な く と も
１ つ の 区 分 を 、 折 り 畳 ま れ る 他 の 区 分 の 間 に 折 り 込 む 、 折 り 畳 み 工 程 と 、 少 な く と も １ つ
の 折 り 込 ま れ た 区 分 と こ れ に 連 続 す る 区 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 山 折 り 部 を 断 裁 す る 、 断 裁
工 程 と 、 を 備 え 、 該 折 り 畳 み 工 程 に お い て 、 該 山 折 り 部 が 、 折 り 込 ま れ た 区 分 上 に 折 り 重
ね ら れ る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 離 シ ー ト を 形 成 す る 区 分 の 山 折 り 部 が 、 折 り 重 ね ら れ る 他 の 区 分 の
領 域 か ら 突 出 す る た め 、 折 り 畳 み 方 を 変 え る こ と に よ っ て 、 分 離 す る べ き 区 分 を 、 折 り 畳
み シ ー ト の 形 態 に 応 じ て 、 適 宜 、 選 択 可 能 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 手 差 し 作 業
や 複 雑 な 装 置 を 必 要 と す る こ と 無 く 、 分 離 シ ー ト が 挟 ま れ た 折 り 畳 み シ ー ト を 、 き わ め て
簡 単 な 工 程 で 所 望 の 形 態 に 適 宜 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 断 裁 工 程 で は 、 シ ー ト が 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 、 山 折 り 部 の 突 出 し た 部 分 が 断 裁
さ れ る 。 こ の 断 裁 工 程 で は 、 山 折 り 部 は 、 上 記 他 の 区 分 の 領 域 よ り も 突 出 し た 部 分 が 残 る
よ う に 断 裁 さ れ る の が 好 ま し い （ 図 ４ の 例 ） 。 勿 論 、 断 裁 工 程 で は 、 山 折 り 部 が 、 他 の 区
分 の 領 域 よ り も 突 出 し た 部 分 が 実 質 的 に 残 ら な い よ う に 断 裁 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 断 裁 工 程 で は 、 折 り 畳 み 工 程 に よ り 折 り 畳 ま れ た 複 数 の シ ー ト が 積 み 上 げ ら れ 、
積 み 上 げ ら れ た 複 数 の シ ー ト が 一 度 に 断 裁 さ れ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 折 り 畳 み シ
ー ト の 作 成 工 程 を 更 に 高 速 化 及 び 単 純 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 折 り 込 ま れ た 区 分 は 、 一 例 と し て 、 シ ー ト の 一 方 の 最 端 部 側 に あ る １ つ の 区 分 で
あ る （ 図 １ 及 び 図 ８ の 例 ） 。 ま た 、 折 り 込 ま れ た 区 分 に 連 続 し て 山 折 り 部 を 形 成 す る 区 分
が 、 断 裁 工 程 の 後 に 折 り 畳 み シ ー ト の 一 方 の 側 の 最 表 面 領 域 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 折 り 畳 み 工 程 に お い て 、 山 折 り 部 が 、 複 数 形 成 さ れ て も よ い 。 こ の 例 の 一 態 様 で
は 、 折 り 畳 み 工 程 に お い て 、 シ ー ト の 両 端 部 か ら ２ つ 以 上 の 区 分 が 各 々 折 り 込 ま れ 、 該 両
端 部 に お い て 少 な く と も １ つ の 山 折 り 部 が 各 々 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 別 の 例 で は 、 折 り 畳 み 工 程 で は 少 な く と も ４ つ の 区 分 が 形 成 さ れ 、 折 り 込 ま れ た 区
分 は 、 シ ー ト の 少 な く と も 一 方 の 端 部 側 か ら 連 続 す る 複 数 の 区 分 で あ っ て も よ い （ 図 ５ 及
び 図 ６ の 例 ） 。 こ の 一 態 様 （ 図 ５ の 例 ） に よ れ ば 、 折 り 込 ま れ た 複 数 の 区 分 は 、 折 り 畳 み
工 程 に お い て 、 シ ー ト の 最 端 部 に あ る 区 分 か ら 順 次 内 側 に 折 り 曲 げ て 巻 き 折 り し た も の で
あ り 、 断 裁 工 程 で は 、 折 り 込 ま れ る 各 区 分 が 内 側 に 折 り 曲 げ ら れ る 毎 に 、 該 区 分 の 山 折 り
部 が 順 次 断 裁 さ れ る 。 好 ま し く は 、 最 後 に 折 り 曲 げ ら れ た 区 分 の 山 折 り 部 が 、 該 区 分 上 に
折 り 重 ね ら れ る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ 、 断 裁 工 程
の 最 後 の 断 裁 で は 、 シ ー ト が 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 、 山 折 り 部 の 突 出 し た 部 分 が 断 裁 さ れ る
。 な お 、 断 裁 工 程 の 別 の 態 様 で は 、 少 な く と も １ つ の 折 り 込 ま れ た 区 分 と こ れ に 連 続 す る
区 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 山 折 り 部 を 後 工 程 で 断 裁 可 能 に 処 理 す る （ 例 え ば ミ シ ン 目 を 形 成
す る ） 。 上 記 シ ー ト の 好 ま し い 一 例 と し て 、 印 刷 が 施 さ れ た 用 紙 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 好 ま し い 態 様 に 係 る 、 印 刷 シ ス テ ム は 、 一 枚 の 用 紙 に 印 刷 を 施 す 印 刷 手 段
と 、 該 一 枚 の 用 紙 を 、 少 な く と も ３ つ の 区 分 が 形 成 さ れ る よ う に 折 り 畳 む と 共 に 、 該 用 紙
の 端 部 側 の 少 な く と も １ つ の 区 分 を 、 折 り 畳 ま れ る 他 の 区 分 の 間 に 折 り 込 む 、 折 り 畳 み 手
段 と 、 少 な く と も １ つ の 折 り 込 ま れ た 区 分 と こ れ に 連 続 す る 区 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 山 折
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り 部 を 断 裁 す る 断 裁 手 段 と 、 を 備 え 、 該 折 り 畳 み 手 段 に お い て 、 山 折 り 部 が 、 折 り 込 ま れ
た 区 分 上 に 折 り 重 ね ら れ る 他 の 区 分 の 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の 寸 法 が 定 め ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ に は 、 本 実 施 例 に 係 る 印 刷 シ ス テ ム １ の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 が 示 さ れ て い る 。
　 同 図 に 示 さ れ る よ う に 、 印 刷 シ ス テ ム １ は 、 例 え ば 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 保 険 パ ン
フ レ ッ ト を 作 成 す る シ ス テ ム と し て 構 成 さ れ た も の で 、 印 刷 装 置 １ ０ と 、 折 り 装 置 １ ２ と
、 断 裁 装 置 １ ４ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 印 刷 装 置 １ ０ は 、 巻 き 取 り 紙 ５ 、 又 は 、 カ セ ッ ト 等 に 収 容 さ れ た 用 紙 ６ に 、 画 像 及 び 文
字 情 報 を 印 刷 し 、 作 成 す る パ ン フ レ ッ ト に 応 じ た サ イ ズ の 印 刷 用 紙 １ ６ を 順 次 出 力 す る 。
こ の 印 刷 装 置 １ ０ は 、 用 紙 ５ 、 ６ に 所 与 の 印 刷 を 実 行 可 能 な 任 意 装 置 と し て 構 成 す る こ と
が で き 、 例 え ば オ フ セ ッ ト 印 刷 装 置 、 輪 転 機 、 電 子 写 真 方 式 若 し く は イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式
の ダ イ レ ク ト 印 刷 装 置 等 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 折 り
装 置 １ ２ は 、 詳 細 を 後 述 す る 手 順 に 従 っ て 、 印 刷 装 置 １ ０ か ら 出 力 さ れ た 印 刷 用 紙 １ ６ を
折 り 畳 ん で 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０ を 作 る 装 置 で あ り 、 従 来 と 同 様 の 装 置 を 用 い る こ と が で き る
。 折 り 装 置 １ ２ か ら 出 力 さ れ た 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０ は 、 積 み 上 げ ら れ て ス タ ッ ク ２ ２ を 形 成
す る 。 ま た 、 断 裁 装 置 １ ４ は 、 一 定 数 の 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０ が 積 み 上 げ ら れ る と 、 当 該 ス タ
ッ ク ２ ２ の 一 部 分 ２ ６ を 自 動 的 に 断 裁 す る 装 置 と し て 構 成 さ れ る 。 こ の 断 裁 装 置 １ ４ を 、
カ ッ タ ー を 用 い て 手 動 で 断 裁 す る 方 式 に 代 え る こ と も で き る 。 断 裁 さ れ た ス タ ッ ク ２ ４ を
構 成 す る 各 々 の 用 紙 は 、 後 述 す る よ う に 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５
と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 折 り 装 置 １ ２ で 実 行 さ れ る 折 り 畳 み 手 順 及 び 断 裁 装 置 １ ４ で 実 行 さ れ る 断 裁 手 順
の 第 １ 及 び 第 ３ の 実 施 例 に つ い て 図 ２ 乃 至 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 こ れ ら の 図 面 で
は 、 同 様 の 構 成 要 件 に は 、 同 様 の 符 号 を 附 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
（ 第 １ の 実 施 例 ）
　 図 ２ に 示 す 第 １ の 実 施 例 で は 、 例 え ば Ａ ４ サ イ ズ の ３ つ 折 り 用 紙 に 、 同 サ イ ズ の 分 離 用
紙 が 一 枚 差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る 。 こ の た め 、 印 刷 装 置 １ ０ に よ り 印 刷 完 了
し た 折 り 畳 み 前 の 印 刷 用 紙 １ ６ と し て 、 略 Ａ ４ サ イ ズ が 横 幅 方 向 に ４ 枚 連 続 的 に 並 ん だ サ
イ ズ の 一 枚 の 用 紙 が 選 択 さ れ る （ 工 程 （ ｉ ） ） 。 用 紙 １ ６ に お い て 、 折 り 装 置 １ ２ に よ り
折 り 曲 げ ら れ る と こ ろ の 予 定 の 折 り 線 が 、 Ｏ － １ 、 Ｏ － ２ 及 び Ｏ － ３ で あ り 、 こ れ ら の 折
り 線 に よ り 、 ４ つ の 区 分 Ｓ － １ 、 Ｓ － ２ 、 Ｓ － ３ 及 び Ｓ － ４ が 夫 々 画 定 さ れ る こ と に な る
。 各 区 分 は 、 折 り 曲 げ ら れ る 方 向 を 基 準 に し て 表 面 及 び 中 面 を 夫 々 有 す る 。 保 険 パ ン フ レ
ッ ト の 場 合 、 そ の 各 頁 を 形 成 す る こ と に な る 、 こ れ ら の 区 分 の 中 面 及 び 表 面 に は 、 保 障 の
広 告 、 保 障 の 概 要 、 保 障 内 容 、 保 障 条 件 及 び 各 種 デ ー タ 等 が 印 刷 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 区 分 Ｓ － １ 及 び Ｓ － ２ は 、 横 幅 が 同 じ サ イ ズ で あ る が 、 区 分 Ｓ － ３ 及 び 区 分 Ｓ －
４ は 、 区 分 Ｓ － １ 及 び Ｓ － ２ よ り も 横 幅 が ｄ だ け サ イ ズ が 大 き く な る よ う に 、 用 紙 全 体 の
横 幅 及 び 折 り 線 の 位 置 が 予 め 定 め ら れ て い る 。 図 ２ で 、 点 線 に よ り 囲 ま れ た 、 折 り 線 Ｏ －
３ を 中 心 と し た 幅 ２ ｄ の 領 域 が 、 そ の 拡 大 さ れ た 分 の 横 幅 を 示 し て お り 、 こ れ が 断 裁 予 定
領 域 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う な 用 紙 １ ６ に 対 し 、 第 １ 回 折 り 畳 み 工 程 （ ii） に お い て 、 先 ず 、 区 分 Ｓ － １
及 び Ｓ － ４ を 、 夫 々 折 り 線 Ｏ － １ 及 び Ｏ － ３ を 中 心 と し て 、 内 側 に 折 り 曲 げ 、 区 分 Ｓ － １
及 び Ｓ － ２ の 中 面 同 士 、 並 び に 、 区 分 Ｓ － ３ 及 び Ｓ － ４ の 中 面 同 士 を 夫 々 対 面 接 触 し た 状
態 に す る 。 こ の 折 り 曲 げ に よ り 、 区 分 Ｓ － ４ 及 び Ｓ － ３ の 間 に は 、 山 折 り 部 ３ ０ が 形 成 さ
れ る 。 こ の 山 折 り 部 ３ ０ は 、 区 分 Ｓ － １ 及 び Ｓ － ２ の 間 に 形 成 さ れ た 山 折 り 部 よ り も 、 折
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り 線 Ｏ － ２ か ら の 間 隔 が ｄ だ け 長 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 第 ２ 回 目 の 折 り 畳 み 工 程 （ iii） に お い て 、 折 り 線 Ｏ － ２ を 中 心 と し て 、 区 分 Ｓ
－ １ の 表 面 と 区 分 Ｓ － ４ の 表 面 と が 対 面 接 触 す る よ う に 折 り 畳 む 。 こ こ で 、 第 ２ 回 目 の 折
り 畳 み 工 程 （ iii） を 完 了 し た 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０ の 斜 視 図 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ （ ａ ） に 示
す よ う に 、 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０ を 表 側 か ら 見 た と き 、 区 分 Ｓ － ２ の 表 面 が 、 折 り 畳 み 用 紙 ２
０ の 最 表 面 領 域 （ 表 表 紙 ） ３ ３ を 画 定 し て お り 、 該 最 表 面 領 域 ３ ３ か ら 山 折 り 部 ３ ０ が 横
幅 ｄ だ け 突 出 し て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０
を 裏 側 か ら 見 た と き 、 区 分 Ｓ － ３ の 表 面 が 、 折 り 畳 み 用 紙 ２ ０ の 最 表 面 領 域 （ 裏 表 紙 ） ３
４ を 画 定 し て お り 、 該 最 表 面 領 域 ３ ４ か ら 連 続 的 に 山 折 り 部 ３ ０ が 横 幅 ｄ だ け 突 出 し て い
る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ に 戻 り 、 断 裁 工 程 （ iv） に お い て 、 突 出 し て い る 山 折 り 部 ３ ０ を 断 裁 線 ３ ３
に 沿 っ て 断 裁 し 、 山 折 り 部 ３ ０ の 頂 部 を 形 成 し て い た 断 裁 予 定 領 域 の 部 分 ３ ２ を 切 り 離 す
。 か く し て 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ が 作 成 完 了 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 作 成 し た 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ を 受 け 取 っ た ユ ー ザ 等 が こ れ を 展 開 す る と （ 工 程 ｖ ） 、
Ａ ４ ３ つ 折 り 部 ２ ７ と 、 こ れ か ら 切 り 離 さ れ た 分 離 用 紙 ３ １ と 、 を 参 照 す る こ と が で き る
。
３ つ 折 り 部 ２ ７ は 、 区 分 Ｓ － １ 、 Ｓ － ２ 及 び Ｓ － ３ に 対 応 し 、 分 離 用 紙 ３ １ は 、 区 分 Ｓ －
４ に 対 応 し て い る 。 ３ つ 折 り 部 ２ ７ に は 、 例 え ば 保 険 内 容 に つ い て の 一 般 的 な 説 明 を 印 刷
し 、 分 離 用 紙 ３ １ に は 、 比 較 的 個 別 的 な 情 報 や タ イ ム リ ー な 情 報 を 印 刷 す る こ と に よ り 、
顧 客 や 状 況 等 に 応 じ て き め 細 か く 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 ３ つ 折 り 部 分 ２ ７ に 分 離 用 紙 ３ １ が 差 し 挟 ま
れ た 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ を 、 時 間 及 び コ ス ト を 費 や す 手 差 し 作 業 を 一 切 要 す る こ と な く
、 ２ 回 の 折 り 畳 み 工 程 と 、 １ 回 の 断 裁 工 程 で 自 動 的 に 得 る こ と が で き る 。 印 刷 シ ス テ ム １
は 、 従 来 か ら の 印 刷 装 置 １ ０ 及 び 折 り 装 置 １ ２ に 、 断 裁 装 置 １ ４ （ 又 は 断 裁 作 業 ） を 追 加
す る の み と な り 、 大 掛 か り で 複 雑 な 工 程 を 要 す る 丁 合 装 置 等 の 機 械 を 追 加 す る 必 要 は な い
。 し か も 、 断 裁 装 置 １ ４ で は 、 積 み 上 げ ら れ た 複 数 の 折 り 畳 み 用 紙 の ス タ ッ ク ２ ２ を 一 度
に 断 裁 す る の で 、 断 裁 工 程 を き わ め て 簡 単 に 短 時 間 の う ち に 完 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 断 裁 工 程 （ iv） で は 、 山 折 り 部 の 突 出 部 分 を 実 質 的 に 全 て 断 裁 し て も よ い が 、 そ
の 一 部 分 を 残 す こ と も で き る 。 例 え ば 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 最 表 面 領 域 ３ ３ か ら 突
出 し た タ ブ 領 域 ３ ８ を 残 す よ う に 、 最 表 面 領 域 ３ ３ の エ ッ ジ か ら 間 隔 を 隔 て ら れ た 断 裁 線
３ ６ に 沿 っ て 山 折 り 部 ３ ０ を 断 裁 し て も よ い 。 こ の タ ブ 領 域 ３ ８ は 、 分 離 用 紙 ３ １ の 一 部
分 と な る 。 即 ち 、 タ ブ 領 域 ３ ８ を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 パ ン フ レ ッ ト を 展 開 せ ず に 、 分 離
用 紙 ３ １ を 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 タ ブ 領 域 ３ ８ と な る 部 分 に 、 分 離 用 紙 ３ １ に 印 刷 さ れ
て い る 情 報 に 関 す る 見 出 し 情 報 ４ ０ を 予 め 印 刷 し て お く の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 ユ ー
ザ は 、 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ が 折 り 畳 ま れ て い る 状 態 で 、 分 離 用 紙 ３ １ に 何 が 印 刷 さ れ て
い る か を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 直 線 に 沿 っ て 山 折 り 部 ３ ０ を 断 裁 す る 例 に 限 定 さ れ ず 、 図 ４ （ ｃ ）
に 示 す よ う に 、 見 出 し 情 報 ４ ４ が 印 刷 さ れ た 部 分 の み 突 出 し た タ ブ ４ ２ が 形 成 さ れ る よ う
に 、 階 段 状 の 断 裁 線 ４ ３ に 沿 っ て 山 折 り 部 ３ ０ を 断 裁 し て も よ い 。 こ の よ う に タ ブ 領 域 の
形 状 は 任 意 好 適 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 第 １ の 実 施 例 は 、 区 分 Ｓ － １ を 省 略 し 、 少 な く と も ３ つ の 区 分 を 形 成 す る よ う に
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折 り 畳 み 、 ２ つ 折 り 用 紙 の 中 に 分 離 用 紙 ３ １ が 差 し 挟 ま れ た 状 態 を 作 成 す る こ と に も 適 用
で き る 。
（ 第 ２ の 実 施 例 ）
　 図 ５ に 示 す 第 ２ の 実 施 例 で は 、 例 え ば Ａ ４ サ イ ズ の ３ つ 折 り 用 紙 に 、 同 サ イ ズ の 分 離 用
紙 が ２ 枚 差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る 。 略 Ａ ４ サ イ ズ が 横 幅 方 向 に ５ 枚 連 続 的 に
並 ん だ サ イ ズ の 一 枚 の 用 紙 １ ６ が 折 り 畳 み 前 に 選 択 さ れ る （ 工 程 （ i） ） 。 こ の 用 紙 １ ６
は 、 折 り 線 Ｏ － １ 乃 至 Ｏ － ４ に よ り 区 分 Ｓ － １ 乃 至 Ｓ － ５ が 画 定 さ れ る 。 区 分 Ｓ － １ 及 び
Ｓ － ２ は 、 作 成 完 了 後 の １ 頁 分 の 横 幅 （ 例 え ば Ａ ４ ） を 持 っ て い る が 、 区 分 Ｓ － ３ 及 び Ｓ
－ ５ の 横 幅 は 、 そ れ よ り も 幅 ｄ だ け 大 き く な る よ う に 、 更 に 区 分 Ｓ － ４ の 横 幅 は 、 幅 ２ ｄ
だ け 大 き く な る よ う に 、 定 め ら れ て い る 。 図 ５ に お い て 、 点 線 に よ り 囲 ま れ た 、 折 り 線 Ｏ
－ ３ 及 び Ｏ － ４ を 中 心 と し た 幅 ２ ｄ の ２ つ の 領 域 が 、 拡 大 さ れ た 分 の 横 幅 を 示 し て お り 、
こ れ ら が 断 裁 予 定 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の よ う な 用 紙 １ ６ に 対 し 、 第 １ 回 折 り 畳 み 工 程 （ ii） に お い て 、 先 ず 、 区 分 Ｓ － １
及 び Ｓ － ５ を 、 夫 々 折 り 線 Ｏ － １ 及 び Ｏ － ４ を 中 心 と し て 、 内 側 に 折 り 曲 げ 、 区 分 Ｓ － １
及 び Ｓ － ２ の 中 面 同 士 、 並 び に 、 区 分 Ｓ － ４ 及 び Ｓ － ５ の 中 面 同 士 を 夫 々 対 面 接 触 し た 状
態 に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 第 ２ 回 目 の 折 り 畳 み 工 程 （ iii） に お い て 、 折 り 線 Ｏ － ３ を 中 心 と し て 、 区 分 Ｓ
－ ５ の 表 面 と 区 分 Ｓ － ３ の 中 面 と が 対 面 接 触 す る よ う に 折 り 畳 む 。 こ の 折 り 畳 み は 、 区 分
Ｓ － ５ の 周 り に 他 の 区 分 を 順 次 巻 き 付 け て い く の で 、 「 巻 き 折 り 」 と も 称 さ れ る 。 こ の と
き 、 Ｓ － ４ の 山 折 り 部 の 先 端 に あ る 断 裁 予 定 領 域 ６ ４ は 、 折 り 線 Ｏ － ２ を 幅 ｄ だ け 越 え て
区 分 Ｓ － １ の 表 面 を 覆 う こ と に な る 。 そ こ で 、 第 １ 回 の 断 裁 工 程 （ iｖ ） に お い て 、 こ の
断 裁 予 定 領 域 ６ ４ を 断 裁 線 ６ ５ に 沿 っ て 断 裁 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 第 ３ 回 目 の 折 り 畳 み 工 程 （ ｖ ） で は 、 折 り 線 Ｏ － ２ を 中 心 と し て 区 分 Ｓ － １ の 表 面
と 区 分 Ｓ － ４ の 表 面 と が 対 面 接 触 す る よ う に 折 り 畳 む 。 そ の 結 果 、 Ｓ － ２ の 表 面 よ り も Ｓ
－ ４ の 山 折 り 部 ７ ０ が 幅 ｄ 分 だ け 突 出 し た 状 態 と な る 。 こ の 突 出 し た 部 分 が 断 裁 予 定 部 で
あ る 。 次 に 第 ２ 回 目 の 断 裁 工 程 （ vi） に お い て 、 山 折 り 部 ７ ０ を 断 裁 線 ７ ２ に 沿 っ て 断 裁
し 、 山 折 り 部 ７ ０ の 頂 部 を 形 成 し て い た 断 裁 予 定 領 域 ７ ４ を 切 り 離 す 。 こ の 断 裁 工 程 で 保
険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ が 作 成 完 了 と な る 。 作 成 し た 保 険 パ ン フ レ ッ ト ２ ５ を 受 け 取 っ た ユ ー
ザ 等 が こ れ を 展 開 す る と （ 工 程 ｖ ii） 、 Ａ ４ ３ つ 折 り 部 ７ ６ と 、 こ れ か ら 切 り 離 さ れ た ２
枚 の 分 離 用 紙 ７ ７ 及 び ７ ８ と 、 を 参 照 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 第 ２ の 実 施 例 で は 、 断 裁 手 順 を 経 た 折 り 畳 み 用 紙 を 再 び 折 り 畳 み 工 程 に 戻 す サ イ
ク ル を 繰 り 返 す た め 、 図 １ に 示 す よ う に 、 折 り 畳 み 装 置 １ ２ と 、 断 裁 装 置 １ ４ と を 双 方 向
に 連 係 さ せ る 搬 送 機 構 ２ ８ を 設 け る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ の 実 施 例 で は 、 区 分 Ｓ － ５ を １ 回 巻 き 折 り （ 即 ち 、 区 分 Ｓ － ５ を 区 分 Ｓ － ３ 及 び Ｓ
－ ４ で 挟 み 込 む よ う に 折 り 曲 げ る ） 、 次 に 、 山 折 り 部 ６ ４ を １ 回 、 裁 断 し た 。 し か し 、 区
分 Ｓ － ４ の 数 を ２ つ 以 上 に 増 加 さ せ る こ と に よ り 、 山 折 り 部 ６ ４ を 裁 断 し た 後 、 更 に １ 回
以 上 の 巻 き 折 り と こ れ に 連 係 し た １ 回 以 上 の 断 裁 を 実 行 す る よ う に 、 第 ２ の 実 施 例 を 拡 張
す る こ と が で き る 。
（ 第 ３ の 実 施 例 ）
　 上 記 各 実 施 例 で は 、 各 分 離 用 紙 は 、 １ 枚 単 独 で あ っ た が 、 ２ つ 折 り の 分 離 用 紙 が 差 し 挟
ま れ た 状 態 を 作 る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ を 第 ３ の 実 施 例 と し て 図 ６ に 示 す 。 第 ３ の 実 施
例 で は 、 例 え ば Ａ ４ サ イ ズ の ３ つ 折 り 用 紙 に 同 サ イ ズ の ２ つ 折 り 分 離 用 紙 が ２ 枚 差 し 挟 ま
れ た パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る 。 こ の た め 、 略 Ａ ４ サ イ ズ が 横 幅 方 向 に ７ 枚 連 続 的 に 並 ん だ
サ イ ズ の 一 枚 の 用 紙 １ ６ が 折 り 畳 み 前 に 選 択 さ れ る 。 そ の 折 り 畳 み 方 法 と し て は 、 図 ６ （
ａ ） に 示 す よ う に 、 折 り 畳 み 用 紙 ８ ０ の 一 方 の 端 部 か ら 折 り 込 ま れ た 複 数 の （ こ の 例 で は

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-297219 A 2005.10.27



４ つ の ） 区 分 ８ ２ が 、 図 ５ に 示 す 「 巻 き 折 り 」 で は な く 、 所 謂 「 経 本 折 り 」 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 。 複 数 の 区 分 ８ ２ が 形 成 す る 山 折 り 部 ８ ４ 及 び 山 折 り 部 ８ ６ は 、 折 り 畳 み 用 紙
８ ０ の 最 表 面 領 域 か ら 突 出 す る よ う に 、 各 区 分 の サ イ ズ が 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 断 裁 線 ９ ０ に 沿 っ て 、 山 折 り 部 ８ ４ 及 び ８ ６ の 突 出 し
た 部 分 が 、 断 裁 さ れ る 。 か く し て 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ３ つ 折 り 部 ８ ８ に 、 ２ 枚 の
２ つ 折 り 分 離 用 紙 ８ ９ 及 び ９ ０ が 差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 第 ３ の 実 施 例 の パ ン フ レ ッ ト 作 成 方 法 を 応 用 す れ ば 、 ３ つ 折 り 以 上 の 分 離 用 紙 が
差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る こ と も 可 能 と な る 。 例 え ば 、 図 ６ （ ａ ） に お い て 、
山 折 り 部 ８ ４ を 突 出 さ せ ず 、 山 折 り 部 ８ ６ の み を 断 裁 さ せ る よ う に す れ ば 、 ４ つ 折 り の 分
離 用 紙 が １ 枚 差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る こ と が で き る 。 逆 に 、 複 数 の 区 分 ８ ２
の 最 も 内 側 の 山 折 り 部 を 断 裁 す れ ば 、 １ 枚 単 独 の 分 離 用 紙 を 形 成 し た り 、 ２ つ 折 り 及 び １
枚 単 独 の 用 紙 を 混 在 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 第 ３ の 実 施 例 で は 、 折 り 畳 み 用 紙 ８ ０ の 一 方 の 端 部 側 か ら 折 り 込 ま れ た 区 分 の み
か ら 分 離 用 紙 を 形 成 す る よ う に し た が 、 そ れ と 同 時 に 、 他 方 の 端 部 側 の 山 折 り 部 も 断 裁 し
た り 、 他 方 の 端 部 側 か ら も 、 複 数 の 区 分 ８ ２ の よ う な 「 経 本 折 り 」 さ れ た 複 数 の 区 分 を 折
り 込 ん で そ れ ら の 幾 つ か の 山 折 り 部 を 断 裁 す る よ う に し て も よ い 。
（ 第 ４ の 実 施 例 ）
　 上 記 各 実 施 例 で は 、 １ つ の 区 分 が 矩 形 状 を な し て い た が 、 本 発 明 で は 、 こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 例 え ば 正 方 形 、 円 形 、 楕 円 形 、 ひ し 形 、 台 形 、 多 角 形 等 、 任 意 の 形 状 を
用 い る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 区 分 の 形 状 と し て 楕 円 形 を 用 い た 実 施 例 を 図 ７ を 用 い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 折 り 畳 み 前 に お い て 、 用 紙 ９ ５ は 、 ３ つ の 楕 円 形 区 分 Ｓ － １ 、 Ｓ －
２ 及 び Ｓ － ３ か ら 形 成 さ れ て い る 。 区 分 Ｓ － １ 及 び Ｓ － ２ は 、 直 接 連 結 さ れ て い る が 、 区
分 Ｓ － ２ 及 び Ｓ － ３ は 、 断 裁 予 定 領 域 ９ ２ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 こ の 断 裁 予 定 領 域 ９
２ の 中 心 に 折 り 線 Ｏ － ２ が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 第 １ 回 目 の 折 り 畳 み 工 程 （ ii） に お い て 、 区 分 Ｓ － ３ が 、 該 区 分 Ｓ － ３ の 中 面 と
区 分 Ｓ － ２ の 中 面 と が 対 面 接 触 す る よ う に 折 り 線 Ｏ － ２ か ら 折 り 曲 げ ら れ る 。 こ の と き 、
断 裁 予 定 領 域 ９ ２ は 、 山 折 り 部 ９ ３ を 形 成 す る 。 次 に 、 第 ２ 回 目 の 折 り 畳 み 工 程 （ iii）
に お い て 、 区 分 Ｓ － １ が 、 該 区 分 Ｓ － １ の 中 面 と 区 分 Ｓ － ３ の 表 面 と が 対 面 接 触 す る よ う
に 折 り 線 Ｏ － １ か ら 折 り 曲 げ ら れ る 。 こ の と き 、 山 折 り 部 ９ ３ は 、 区 分 Ｓ － １ の 最 表 面 領
域 か ら 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 断 裁 工 程 （ iv） に お い て 、 山 折 り 部 ９ ３ を 断 裁 線 ９ ４ に 沿 っ て 断 裁 し 、 か く し て
、 パ ン フ レ ッ ト ９ ５ が 作 成 完 了 と な る 。 作 成 し た パ ン フ レ ッ ト ９ ５ を 受 け 取 っ た ユ ー ザ 等
が こ れ を 展 開 す る と （ 工 程 ｖ ） 、 ２ つ 折 り 部 ９ ６ と 、 こ れ か ら 切 り 離 さ れ た １ 枚 の 分 離 用
紙 ９ ７ と 、 を 参 照 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 が 、 本 発 明 の 各 実 施 例 で あ る が 、 本 発 明 は 、 上 記 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本
発 明 の 範 囲 内 に お い て 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 説 明 で は 、 本 発 明 の 用 途 と し て 、 保 険 パ ン フ レ ッ ト の 作 成 方 法 を 例 に し た
が 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た パ ン フ レ ッ ト 等 の 印 刷 用 紙 に 限 ら ず 、 本 発 明 を 、 分 離 し た シ
ー ト が 差 し 挟 ま れ た 折 り 畳 み シ ー ト を 作 成 す る 方 法 に も 一 般 に 適 用 す る こ と が で き る こ と
が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 こ の 場 合 の シ ー ト の 材 料 と し て は 、 紙 に 限 ら ず 、 金 属 、 プ ラ ス
チ ッ ク 、 布 、 フ ィ ル ム 、 又 は 、 他 の 可 撓 性 物 質 等 を 用 い る こ と が で き る 。 更 に 、 １ 枚 の シ
ー ト で あ る と き 、 上 記 例 で は 、 前 工 程 と し て 印 刷 装 置 に よ る 印 刷 処 理 を 施 し た が 、 例 え ば
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、 エ ッ チ ン グ 等 の 化 学 的 処 理 、 ス パ ッ タ ー リ ン グ 等 の 物 理 的 処 理 、 或 い は 、 電 気 的 処 理 を
始 め と す る 様 々 な 他 の 処 理 を 施 す こ と が で き る 。 ま た 、 金 属 等 の 剛 性 材 料 か ら 作 ら れ た 折
り 畳 み シ ー ト の 場 合 、 作 成 後 に 、 必 ず し も 、 容 易 に 展 開 可 能 で は な い 場 合 も 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 で い う 「 シ ー ト 」 の 概 念 は 、 単 に ２ 次 元 的 に 延 在 す る 対 象 に 限 定 す る も の
で は な い 。 有 意 に 面 積 を 有 し 、 本 発 明 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が 可 能 な 対 象 で あ る 限 り 、
例 え ば 針 金 状 の １ 次 元 的 な 物 体 や 、 ３ 次 元 的 な 広 が り を 持 つ 対 象 に も 本 発 明 を 適 用 可 能 で
あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 記 例 で は 、 複 数 の 区 分 が 一 列 に 形 成 さ れ る 例 を 示 し た が 、 ２ 次 元 的 に （ 即 ち 一
部 又 は 全 て が 複 数 列 に ） 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、
Ｓ － １ 乃 至 Ｓ － ３ の 列 が 長 辺 で 境 を 接 し 、 区 分 Ｓ － ４ の み Ｓ － ３ と 短 辺 で 接 す る よ う に 形
成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 ９ ８ が 断 裁 予 定 領 域 と な る 山 折 り 部 で あ る 。 勿 論 、 図 ８
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 分 離 さ れ な い 他 の 区 分 Ｓ － １ 乃 至 Ｓ － ３ の 少 な く と も い ず れ か を Ｓ
－ ４ の よ う に 短 辺 で 接 す る よ う に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 例 に お け る 区 分 の 数 及 び サ イ ズ は 、 本 発 明 の 作 用 効 果 を 奏 す る 範 囲 に
お い て 、 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 各 区 分 の サ イ ズ 及 び 形 状 が 夫 々 異 な る
例 も 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 更 に 、 各 実 施 例 の 特 徴 （ 例 え ば 、 第 １ の 実 施 例 の 見 出 し 情 報 、 第 ３ の 実 施 例 の 内 側 に 折
り 込 む 区 分 の 経 本 折 り 、 図 ８ の 折 り 方 ） を 、 他 の 実 施 例 に 実 施 可 能 な 範 囲 で 適 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 更 に は 、 断 裁 装 置 １ ４ は 、 後 工 程 で 断 裁 可 能 と す る 処 理 、 例 え ば 、 ミ シ ン 目 を 形 成 す る
処 理 を 実 行 す る 装 置 と し て 構 成 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 、 印 刷 シ ス テ ム の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 印 刷 シ ス テ ム で 実 行 さ れ る 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 状 態 の パ ン
フ レ ッ ト を 作 成 す る 方 法 の 第 １ の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 折 り 畳 み が 完 了 し 、 断 裁 が 実 行 さ れ る 前 の パ ン フ レ ッ ト の 斜 視 図 で あ っ
て 、 （ ａ ） は 、 表 側 か ら 眺 め た 図 、 （ ｂ ） は 、 裏 側 か ら 眺 め た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 断 裁 方 法 の 別 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 、 断 裁 線 を 示 す た め
の 図 、 （ ｂ ） は 、 図 ４ （ ａ ） の 断 裁 線 で 断 裁 さ れ た 残 り の 突 出 部 分 に 印 刷 さ れ た 情 報 を 示
す 図 、 （ ｃ ） は 、 更 に 別 の 断 裁 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ の 印 刷 シ ス テ ム で 実 行 さ れ る 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 状 態 の パ ン
フ レ ッ ト を 作 成 す る 方 法 の 第 ２ の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ の 印 刷 シ ス テ ム で 実 行 さ れ る 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 状 態 の パ ン
フ レ ッ ト を 作 成 す る 方 法 の 第 ３ の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 別 の 形 態 の 用 紙 を 用 い た 、 第 ４ の 実 施 例 に 係 る 、 パ ン フ レ ッ ト の 作 成 方
法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 折 り 方 の 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 状 態 の パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る 方 法 の 従 来 技 術
を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 分 離 用 紙 が 差 し 挟 ま れ た 状 態 の パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る 方 法 を 説 明 す る
た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 １ 　 　 印 刷 シ ス テ ム
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　 　 １ ０ 　 印 刷 装 置
　 　 １ ２ 　 折 り 装 置
　 　 １ ４ 　 断 裁 装 置
　 　 １ ６ 　 印 刷 用 紙
　 　 ２ ０ 　 折 り 畳 ま れ た 用 紙

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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